
平
成

25年
度
主
要
事
業
よ
り

【
学
校
教
育
分
野
】

第
１
項
目
確
か
な
学
力
の
向
上

�

確
か
な
学
力
の
育
成
に
向
け
た

研
究
・
研
修
等
の
充
実

�

授
業
力
の
向
上
を
目
指
し
た
校

内
研
究
の
推
進

�

学
力
調
査
の
分
析
、
授
業
改
善

プ
ラ
ン
の
作
成

�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
分
か
り
や

す
い
授
業
の
推
進

�

地
域
や
保
護
者
に
開
か
れ
た
学

校
づ
く
り
に
向
け
た
土
曜
日
の
活
用

第
２
項
目
豊
な
心
の
育
成

�

人
権
教
育
、
道
徳
教
育
の
充
実

�

地
域
の
人
・
自
然
・
文
化
な
ど

を
活
か
し
た
体
験
学
習
の
充
実

�

あ
い
さ
つ
運
動
の
推
進

�

教
育
セ
ン
タ
ー
の
相
談
機
能
の

充
実

�

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
小
・

中
学
校
全
校
配
置

第
３
項
目
健
や
か
な
体
の
育
成

�

子
ど
も
の
体
力
・
運
動
能
力
の

向
上
（
一
校
一
取
組
）

�「
は
や
ね
、
は
や
お
き
、
朝
ご

は
ん
」
を
含
む
基
本
的
生
活
習
慣

の
定
着

�

地
元
産
野
菜
の
使
用
の
推
進

�

食
育
推
進
事
業
の
充
実

�

学
校
給
食
調
理
等
業
務
の
民
間

委
託
を
新
た
に
小
学
校
１
校
で
実

施
（
委
託
実
施
校
小
学
校

17校

中

10校
に
。
中
学
校
は
８
校
全
校

に
て
実
施
済
）

�

外
部
指
導
員
の
配
置

第
４
項
目
時
代
の
要
請
に
応
え
る

力
の
育
成

�

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
教
育
の
更
な
る
充

実
に
向
け
た
メ
デ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
制
度
に
よ
る
学
校
支
援

�
Ｉ
Ｃ
Ｔ
学
校
教
材
備
品
の
充
実

�

外
国
人
等
英
語
指
導
補
助
員
の

派
遣

�

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
大
会
の

充
実

�

ひ
の
っ
子
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
の

推
進

第
５
項
目
一
人
ひ
と
り
の
教
育
的

ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
特
別
支
援
教
育

の
推
進

�

第
２
次
日
野
市
特
別
支
援
教
育

推
進
計
画
の
実
施

�

ひ
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
更
な
る

推
進

�（
仮
称
）
日
野
市
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
と
連
携
し
た
支
援
体
制
の

構
築

�

中
学
校
で
の
リ
ソ
ー
ス
ル
ー
ム

モ
デ
ル
事
業
を
新
た
に
１
校
で
実

施
（
事
業
実
施
校
中
学
校
８
校

中
２
校
に
）

�

第
３
次
日
野
市
特
別
支
援
教
育

推
進
計
画
の
策
定

第
６
項
目
人
間
形
成
の
基
礎
を
培

う
幼
児
教
育

�

ひ
の
っ
子
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
実
施

�

保
育
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
活
用

�

教
員
等
の
研
修
の
充
実

�

時
代
に
あ
っ
た
特
色
あ
る
幼
稚

園
づ
く
り
の
検
討

第
７
項
目
連
携
を
生
か
し
た
特
色

あ
る
学
校
づ
く
り

�

日
野
第
一
中
・
日
野
第
二
中
・

日
野
第
三
中
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
推
進

�

部
活
動
の
活
性
化

�

保
・
幼
・
小
・
中
連
携
の
取
組

�

研
究
奨
励
事
業
に
よ
る
授
業
研

究
の
推
進

�

職
場
体
験
の
受
け
入
れ
先
の
拡
充

�

定
員
制
導
入
に
よ
る
「
選
べ
る

学
校
制
度
」
の
推
進

第
８
項
目
子
ど
も
の
安
全
確
保

�

ス
ク
ー
ル
ガ
ー
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
よ
る
下
校
時
、
放
課
後
の
安

全
確
保

�

学
校
へ
の
不
審
者
侵
入
対
策
と

し
て
学
校
安
全
管
理
員
の
配
置

�

日
野
警
察
署
に
よ
る
交
通
安

全
教
室
の
開
催

�

通
学
路
の
安
全
対
策
整
備
計
画

に
基
づ
く
整
備
の
実
施

第
９
項
目
信
頼
さ
れ
る
学
校
経
営

と
教
職
員
の
養
成

�

学
校
評
価
の
実
施
・
学
校
Ｗ
ｅ
ｂ

サ
イ
ト
で
の
公
開

�

研
究
奨
励
事
業
の
充
実

�

教
員
研
修
の
充
実
、

ｅ
-ｌ

ｅ

ａ
ｒ
ｎ
ｉ
ｎ
ｇ
研
修
の
実
施

第

10項
目
安
全
で
快
適
な
学
校
施

設
の
展
開

�

安
全
で
お
い
し
い
水
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
実
施
（
小
学
校
２
校
、
中

学
校
１
校
）（
事
業
実
施
校

小

学
校

17校
中

13校
、
中
学
校
８
校

中
４
校
に
）

�

日
野
第
二
中
学
校
の
校
舎
改
築

等
に
向
け
た
基
本
設
計
委
託
の
実

施�

日
野
第
五
小
学
校
の
校
舎
増
築

に
向
け
た
基
本
設
計
委
託
の
実
施

�

小
中
学
校
の
ト
イ
レ
改
修
の
実

施
（
小
学
校
２
校
）

第

11項
目
ニ
ー
ズ
と
課
題
に
応
え

る
教
育
行
政
の
推
進

�

登
校
支
援
「
日
野
サ
ン
ラ
イ
ズ

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
推
進
、
わ
か

ば
教
室
の
運
営

�
教
育
セ
ン
タ
ー
の
調
査
研
究
及

び
学
校
支
援
の
推
進

�

第
２
次
日
野
市
学
校
教
育
基
本

構
想
の
策
定

【
生
涯
学
習
分
野
】

生
涯
学
習
の
振
興

�

生
涯
学
習
推
進
計
画
の
策
定

�

各
種
生
涯
学
習
事
業
の
整
備

�

学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
推
進

協
議
会
事
業
の
円
滑
な
運
営

�

日
野
市
立
八
ヶ
岳
高
原
大
成
荘

の
運
営
の
検
証
お
よ
び
指
定
管
理

者
の
選
定

�

文
化
財
に
関
す
る
調
査
・
保
護
・

啓
発
と
、
相
当
す
る
も
の
の
文
化

財
指
定

公
民
館
事
業

�

中
央
公
民
館
と
そ
の
周
辺
地
域

に
あ
る
公
共
施
設
群
の
あ
り
方
を

検
討
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
づ
く

り�

市
民
・
利
用
者
と
と
も
に
公
民

館
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
推
進

�

公
民
館
ま
つ
り
・
ひ
の
ア
ー
ト

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
事
業
の
充
実

�

公
民
館
独
自
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
活
用
し
た
広
報
活
動
の
充
実

図
書
館
事
業

�

第
２
次
図
書
館
基
本
計
画
に
基

づ
く
事
業
の
推
進

�

第
２
次
子
ど
も
読
書
活
動
推
進

計
画
に
基
づ
く
事
業
の
推
進

�

日
野
宿
発
見
隊
事
業
の
推
進

�

図
書
貸
出
管
理
シ
ス
テ
ム
更
新

に
向
け
た
準
備
と
実
施

�

市
立
図
書
館
と
学
校
図
書
館
連

携
シ
ス
テ
ム
更
新
に
向
け
た
準
備

と
実
施

�

市
立
図
書
館
と
学
校
図
書
館
の

連
携
推
進

�

寄
贈
資
料
受
入
推
進
・
不
要
資

料
の
頒
布
事
業
の
準
備
、
推
進

	

図
書

館
開

設

50周
年
（

平
成

27

年
）
に
向
け
た
、
記
念
行
事
の
準
備

郷
土
資
料
館
事
業

�

幻
の
真
慈
悲
寺
調
査
研
究
事
業

の
推
進
と
観
光
事
業
と
の
連
携

�

日
野
市
市
制
施
行

50周
年
を
迎

え
、
関
連
部
署
・
市
民
と
の
協
働

に
よ
る
調
査
研
究
の
推
進
と
特
別

展
示
の
開
催

�

郷
土
資
料
・
古
文
書
等
の
緊
急

調
査
収
集
対
策

�

農
業
体
験
・
文
化
伝
承
事
業
等

の
充
実

�

日
野
の
自
然
と
歴
史
・
民
俗
に

関
す
る
調
査
研
究
の
推
進
と
市
民

に
親
し
ま
れ
る
事
業
の
展
開

�

学
校
教
育
活
動
へ
の
積
極
的
支

援
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教
育
目
標

ひ

の

っ

こ

ら こ う 世 界 へ

び よ う と も に

く ろ う 夢 を
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平平
成成

2255年年
度度

教教
育育

予予
算算

平
成

25年
度
の
市
の
一
般
会
計
予
算
は
、

538億
１
、
０
０
０
万
円
で
す
。
こ
の
う
ち
教
育
費
は
、

10・

３
％
の
約

55億
３
、２
０
０
万
円
で
す
。

教
育
目
標
に
基
づ
く
、
平
成

25年
度
の
主
要
事
業
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

今
、
子
供
た
ち
に
大
切
に
し
て
ほ
し
い
こ
と
は
、
感
じ
る
心
を
も
つ
と
い
う
こ

と
で
す
。
人
が
も
の
を
考
え
た
り
行
動
し
た
り
す
る
き
っ
か
け
に
な
る
の
は
、
何

か
に
心
を
動
か
さ
れ
る
こ
と
が
き
っ
か
け
に
な
る
か
ら
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

学
習
指
導
要
領
で
子
供
に
付
け
さ
せ
る
力
と
し
て
、「
生
き
る
力
」

が
強
調
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
力
の
源
の
一
つ
は
豊
か
な
感
性
だ
と
思
い
ま
す
。

感
性
が
あ
れ
ば
、
例
え
ば
、
日
野
市
制
施
行

50周
年
を
契
機
と
し
て
、
日
野
市

の
豊
か
な
自
然
や
先
人
た
ち
の
生
き
方
な
ど
に
思
い
を
馳
せ
る
こ
と
で
、
日
野
市

が
歴
史
と
清
流
の
ま
ち
で
あ
る
こ
と
ま
で
実
感
で
き
る
で
し
ょ
う
。

こ
れ
か
ら
先
の

50年
を
生
き
、
社
会
の
中
軸
と
な
る
今
の
子
供
た
ち
が
、
豊
か

な
感
性
を
も
ち
、
全
て
の
人
が
互
い
に
心
地
よ
く
生
活
で
き
る
社
会
の
創
造
を
め

ざ
す
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

感
性

を
大

切
に

日
野
市
公

立
小
学
校
校

長
会

会
長

（
潤
徳
小
学
校

統
括
校
長
）

竹
山

弘
志

教教育育費費のの予予算算構構成成

５ 社会教育費
1,010,817円
18.3％

１ 教育総務費
1,234,370円

22.3%

２ 小学校費
1,585,345円 28.7％

３ 中学校費
926,998円 16.7％

４ 幼稚園費
540,241円
9.8％

６ 体育費
234,312円 4.2％

日野市の一般会計予算額
53,810,000千円

教育費総額
5,532,083千円（10.3%）

教育費総額 5,532,083千円



校
庭
の
湧
水
の
よ
う
に
活
力
あ
ふ
れ
る
学
校
で
す

七
生
中
で
は
目
指
す
学
校
像
と
し
て
、「
生
徒
の
健
康
・
安
全

を
守
り
、
生
き
生
き
と
し
た
毎
日
を
送
れ
る
学
校
」「
生
徒
の
学

力
を
伸
ば
す
た
め
に
、
魅
力
あ
る
質
の
高
い
授
業
を
行
う
学
校
」

「
生
徒
一
人
一
人
を
大
切
に
し
、
よ
く
目
が
行
き
届
く
学
校
」
を

掲
げ
て
い
ま
す
。
特
に
、
人
と
か
か
わ
る
力
を
身
に
付
け
さ
せ
る
学

校
と
し
て
「
あ
い
さ
つ
運
動
」
な
ど
に
全
校
で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

そ
の
成
果
と
し
て
来
校
者
や
地
域
の
皆
様
か
ら
「
七
生
中
の
生
徒

は
よ
く
挨
拶
が
で
き
て
い
ま
す
ね
」
と
い
う
お
褒
め
の
言
葉
も
頂
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
生
徒
た
ち
は
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中
で
日
々
の
学
習

や
学
校
行
事
、
部
活
動
に
励
ん
で
お
り
、
教
職
員
も
よ
り
良
い
授

業
を
展
開
す
る
た
め
、
都
の
「
ス
ポ
ー
ツ
教
育
推
進
校
」「
理
数

フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
校
」
の
指
定
を
受
け
、
研
究
実
践
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

七
生
中
学
校

校
長
中
村

宏

http://www.j-nanao.hino-tky.ed.jp/

「
頑
張
る
時
は
い
つ
も
今
」

三
沢
中
の
目
指
す
生
徒
像
は
、「
①
自
ら
学
び
、
考
え
、

生
き
生
き
と
活
動
す
る
生
徒
②
豊
か
な
心
を
持
ち
、
思

い
や
り
の
あ
る
生
徒
③
自
ら
を
鍛
え
、
心
身
共
に
健
康

な
生
活
が
で
き
る
生
徒
」
で
す
。
そ
の
実
現
の
た
め
に
、

自
ら
学
び
、
自
ら
考
え
、
判
断
し
、
表
現
し
行
動
で
き
る
な

ど
生
き
る
力
の
育
成
の
た
め
、
学
ぶ
姿
勢
づ
く
り
を
重
要
な

視
点
と
し
、
基
礎
・
基
本
を
身
に
つ
け
さ
せ
る
よ
う
鍛
え
可

能
性
を
伸
ば
す
学
校
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
生
活
指
導
は
生

き
方
の
基
盤
づ
く
り
と
し
て
、
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
指
導

し
、
社
会
の
一
員
と
し
て
の
態
度
の
育
成
を
す
す
め
て
い
ま

す
。「
頑
張
る
時
は
い
つ
も
今
」
を
合
言
葉
に
、
学
習
に
部

活
動
に
全
力
で
取
り
組
む
姿
勢
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

三
沢
中
学
校

統
括
校
長
正
留
久
巳

http://www.j-misawa.hino-tky.ed.jp/

『
自
主
･自
律
･思
い
や
り
の
心
』
の
育
成
を
め
ざ
し
ま
す
。

＊
他
を
大
切
に
し
、
自
分
を
大
切
に
し
、
自
校
を
誇
れ
る
学
校
づ
く

り
が
大
き
な
目
標
で
す
。

そ
の
た
め
に
中
心
と
な
る
の
は

一
、
基
礎
学
力
の
向
上
を
め
ざ
す
こ
と
。（
授
業
の
工
夫
、
補
習
授

業
の
充
実
、
漢
検
・
英
検
の
支
援
体
制
の
充
実
等
）

二
、
規
範
意
識
・
正
し
い
判
断
力
・
我
慢
力
・
素
直
な
心
・
思
い
や
り
の
あ
る
豊
か
な
心
を
身
に

付
け
さ
せ
る
こ
と
。（
道
徳
授
業
の
充
実
、
全
校
道
徳
の
実
施
、
特
別
活
動
の
充
実
等
）

＊
本
校
の
特
色
あ
る
教
育

・
心
と
体
を
育
む
『
生
き
方
教
育
』
の
充
実
…
食
育
教
育
の
推
進

（
農
作
業
体
験
・
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
・
弁
当
の
日
・
食
材
学
習
・

食
育
パ
ー
テ
ィ
ー
等
）

・
学
力
向
上
の
充
実
…
五
教
科
に
よ
る
教
科
教
室
型
の
授
業
、
漢
検
・

英
検
へ
の
取
り
組
み
推
進
、
テ
ス
ト
前
の
補
習
の
充
実
等

・
地
域
と
の
連
携
教
育
の
充
実
…
地
区
育
成
会
と
の
連
携
（
三
世
代

の
集
い
、
初
日
の
出
ふ
れ
あ
い
マ
ラ
ソ
ン
の
参
加
等
）

＊
日
野
二
中
は
地
域
と
歩
む
、
信
頼
さ
れ
る
学
校
を
め
ざ
し
ま
す
。

日
野
第
二
中
学
校

校
長
尾
形

斉

http://www.j-hino2.hino-tky.ed.jp/

最
高
に
楽
し
い
日
々
を

日
々
の
小
さ
な
努
力
の
積
み
重
ね
、
怠
ら
ず
継
続
す
る
こ

と
で

確
実
に
人
は
成

長
す
る
。

平
山
中
学
校
は
、「
当
た
り

前
の
こ
と
を
、
当
た
り
前
に
で
き
る
学
校
」
を
合
言
葉
に
、

教
育
実
践
を
積
み
重
ね
て
い
る
。

継
承
・
発
展
さ
せ
て
き
た
『
学
校
文
化
』
の
中
で
、
生
徒

た
ち
は
健
や
か
に
た
く
ま
し
く
育
ち
、
卒
業
時
に
こ
ん
な
言
葉
を
残
し
て
く
れ
て
い
る
。

○
本
気
で
精
い
っ
ぱ
い
頑
張
る
こ
と
が
、
や
が
て
力
に
な
る
こ
と
を
学
ん
だ
。

○
「

最
後
の

最
後
ま
で
、

絶
対
に
あ
き
ら
め
な
い
気
持
ち
」、

こ
の
経
験
は
目
標
に
向
か
っ
て
い
く
強
さ
へ
と
変
わ
っ
た
。

○
夏
の
大
会
で
負
け
た
。
全
力
を
尽
く
し
た
。
後
悔
は
し
な
か
っ

た
。
で
も
、
涙
が
あ
ふ
れ
た
。

○
受
験
。
正
直
つ
ら
か
っ
た
。
親
の
温
か
さ
が
身
に
し
み
た
。

精
一
杯
や
っ
た
自
分
を
誇
り
に
思
う
。

卒
業
生
は
、「
三

年
間
、

最
高
に

楽
し
い
日
々
を
あ
り
が
と

う
。」
と
言
っ
て
巣
立
っ
て
い
く
。

平
山
中
学
校

校
長
秋
山
讓
児

http://www.j-hirayama.hino-tky.ed.jp/

「
元
気
な
あ
い
さ
つ
の
響
く
学
校
」

四
中
で
は
「

元
気
な
あ
い
さ
つ
」
が
良
き

伝
統
と
し

て
受
け

継
が
れ
て
い
ま
す
。
生
徒
会
が
中
心
と
な

っ
た

あ
い
さ
つ
運
動
も
実
施
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
五

月
の

「
体
育
の
部
」
と
十
月
の
「
合
唱
の
部
」
と
し
て
実
施
さ

れ
る
泰
花
祭
で
は
、
上
級
生
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
ま
す
。
本
校
の
教
育

目
標
の
ひ
と
つ
で
あ
る
「
他
を
思
い
や
り
、

責
任
あ
る
行
動
を
と
る
人
」
を
目
指

し
、
よ
り
よ
い
校
風
を
築
く
た
め
に
、

協
力
し
な
が
ら
行
事
を
作
り
上
げ
て
い
ま

す
。
生
徒
は
毎
日
の
授
業
を
大
切
に
す
る
と
と
も
に
、
部
活
動
や
地
域
の
活
動
等

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
年
も
学
校
・
家
庭
・
地
域
の
連
携
を
深

め
な
が
ら
「

楽
し
く
安
全
で
、
あ
い
さ
つ
の
で
き
る
学
校
」
を
目
指
し
て
い
き
ま

す
。 日
野
第
四
中
学
校

校
長
須
藤
昭
人

http://www.j-hino4.hino-tky.ed.jp/

ひ
ま
わ
り
の
心

本
校
の
校
章
は
ひ
ま
わ
り
を
デ
ザ
イ
ン
し
た
も
の
で
す
。

太
陽
に
向
か
っ
て
咲
く
ひ
ま
わ
り
の
姿
は
、
理
想
に
向
か
っ

て
進
む
中
学
生
の
力
強
い
姿
を
表
し
ま
す
。
ま
た
、
ひ
ま
わ

り
は
多
く
の
花
弁
が
集
ま
っ
て
一
つ
の
大
き
な
花
を
つ
く
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
校
生
徒
の
一
人
一
人
が
協
力
し
て
学

校
生
活
を
充
実
さ
せ
て
い
く
姿
を
表
し
ま
す
。

本
校
は
、
ひ
ま
わ
り
の
校
章
に
込
め
ら
れ
た
意
味
と
願
い

を
受
け
て
、
保
護
者
の
皆
様
、
地
域
の
方
々
と
共
に
協
力
し

な
が
ら
、
ひ
ろ
い
心
、
ま
け
な
い
心
、
わ
か
ち
あ
う
心
、
り

そ
う
を
も
と
め
る
心
を
育
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

本
年
度
、
本
校
は
引
き
続
き
「
一
中
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を

進
め
、
土
曜
日
補
習
（
国
語
、
数
学
、
英
語
）
を
実
施
し
、

学
力
の
向
上
、
部
活
動
の
充
実
に
取
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま

た
、
本
年
度
よ
り
リ
ソ
ー
ス
ル
ー
ム
を
開
設
し
、
学
び
の
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
い
き
ま
す
。

日
野
第
一
中
学
校

統
括
校
長
吉
村
正
久

http://www.j-hino1.hino-tky.ed.jp/

生
徒
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
教
育
環
境
を
つ
く
る
学
校

よ
い
教
育

環
境
に
は
、
指
導
力
を
高
め
る
た
め
に

常
に

努
力
す
る
教
員
、
生
徒
の
た
め
に

絶
大
な

協
力
を
く

だ
さ
る

保
護
者
・
地
域
の
皆
様
な
ど
の
人

的
環

境
、
充

実
し
た

Ｉ
Ｃ

Ｔ
設

備
に
代
表
さ
れ
る

物
的

環
境
な
ど
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
生
徒
た
ち
自
身
が
互
い
に
学
び
を
尊
重
し
合
う
姿
勢
と
そ
の

基
盤
を
な
す
「
け
じ
め
」
あ
る
学
校
生
活
も
重
要
な
要
素
で
す
。
生
徒
た
ち
は
、

三
中
の
建
学
の
精
神
で
あ
る
「
自
主
・
自
立
」
を
誇
り
に
し
、
大
切
に
守
っ
て
き

て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
、
三
中
は
よ
い
教
育
環
境
に
あ
る
と
い
え
ま
す
。

「
三
中
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
」
に
よ
り
毎
日
補
習
教
室
、
英
検
教
室
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
英
検
で
は
、
登
録
者
で
受
験
し
合
格
す
る
生
徒
が
９
割
近
く
い
ま
す
。

ま
た
、

昨
年
度
リ
ソ
ー
ス
ル
ー
ム
モ
デ
ル
校
と
な
り
、

リ
ソ
ー
ス
ル
ー
ム
も
軌
道

に
乗
り
ま
し
た
。
三
中
を
支
え
て
く
だ
さ
る
全
て
の
方
々
の
お
か
げ
と
感
謝
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
よ
い
伝
統
を
継
承
・
発
展
・
充
実
さ
せ
て
「
よ
り
よ
い
教

育
環
境
」
を
つ
く
り
、
よ
り
よ
く
生
き
よ
う
と
す
る
生
徒
を
育
て
て
い
き
ま
す
。

日
野
第
三
中
学
校

校
長
石
村
康
代

http://www.j-hino3.hino-tky.ed.jp/

「
学
び
場
ホ
ワ
イ
ト
＆
ブ
ル
ー
坂
中
」
と
し
て

「
学
び

場
」
を
つ
く
る
た
め
に
は
教
員
の
授
業
力
の

向
上
が
大
切
で
す
。
今

年
度
は
「
分
か
る
授
業
」
を
目

指
し
て
、

Ｉ
Ｃ

Ｔ
機

器
を
活

用
し
な
が
ら
、
教
員
の
持

ち
味
を
生
か
し
た
授
業
を
展
開
し
ま
す
。

ま
た
、
生
徒
に
「
授
業
を
大
切
に
す
る
姿
勢
」
を
育
て
、
落
ち
着
い
た
学
習
環

境
の
中
で
真
剣
に
学
ぶ
環
境
を
作
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
授
業
規
律

と
ル
ー
ル
を
守
る
こ
と
を
徹
底
し
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
「
学
び
場
」
を
学
び
場
と
し
て
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
「
お
互
い
に
学

び
合
う
関
係
」
が
大
切
と
な
り
ま
す
。
授
業
で
の
言
語
活
動
は
先
生
と
生
徒
、
生

徒
と
生
徒
の
関
係
を
密
に
し
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
人
間
関
係
の
基
盤
を
つ
く
る
の
は
挨
拶
で
す
。
し
っ
か
り
と
元
気
な
挨
拶
が
で

き
る
生
徒
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。
こ
れ
ら
を
中
心
に
「
学
び
場

ホ
ワ
イ
ト
＆

ブ
ル
ー

坂
中
」
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

大
坂
上
中
学
校

校
長
高
橋
清
吾

http://www.j-ohsakaue.hino-tky.ed.jp/

第91号 平成25年（2013年）５月22日（2）日野市教育広報/ひのっ子きょういく

新入生歓迎

【運動会：大ムカデ】

〔
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
、開

い
て
み
て
く
だ
さ
い
〕

日
野
市
の
各
小
中
学
校
で
は
、
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り
を
目
指

し
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
、
中
学
校
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

紹
介
す
る
内
容
は
、
各
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
学
校
便
り
の
入

口
で
す
。
詳
し
く
は
、
各
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
学
校
課
）

中中中
学学学

校校校
ののの

窓窓窓

の中

紹学

介校

美しくあれ、健やかにあれ（体育祭）

生徒会による地域清掃

新入生歓迎会
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スススススススス

あ
ら
か
じ
め
登
録
し
て
い
た
だ
い
た

携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン
の
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
に
、
不
審
者
出
没
や
災
害
発
生
等

の
情
報
を
配
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

ま
た
、
お
子
様
の
通
う
学
校
や
幼
稚

園
、
学
童
ク
ラ
ブ
か
ら
の
情
報
も
受
け

取
れ
ま
す
。

提
供
す
る
情
報

左
記
か
ら
受
信
を
希
望
す
る
情
報
を

お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
。

①
不
審
者
情
報

②
学
校
・
幼
稚
園
生
活
情
報
お
よ
び

学
童
ク
ラ
ブ
情
報

③
防
災
安
全
情
報

④
高
齢
者
行
方
不
明
情
報

⑤
障
害
者
行
方
不
明
情
報

登
録
手
順

①
左
記
の
登
録
用
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に

空
メ
ー
ル
を
送
信
し
ま
す
。

②
数
分
後
に
返
信
メ
ー
ル
が
届
く
の
で
メ

ー
ル
内
の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ク
リ
ッ
ク
し
ま
す
。

③
登
録
フ
ォ
ー
ム
が
表
示
さ
れ
る
の
で

質
問
項
目
に
答
え
て
『
確
認
』
ボ
タ

ン
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

④
確
認
ペ
ー
ジ
で
間
違
い
が
な
け
れ
ば

『
登
録
』
ボ
タ
ン
を
押
し
て
く
だ
さ

い
。
数
分
後
に
登
録
完
了
メ
ー
ル
が

届
き
ま
す
。

削
除
手
順

①
削
除
用
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
に
空
メ
ー
ル
を

送
信
し
ま
す
。

（
hino-del@mlreg.tricorn.net）

②
数
分
後
に
登
録
削
除
完
了
メ
ー
ル
が

届
き
ま
す
。

登
録
内
容
更
新
手
順

①
更
新
用
Ｕ
Ｒ
Ｌ
に
ア

ク
セ
ス
し
、
自
分
の

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

入
力
し
ま
す
。

（
https://blue.tricorn.net/

hino-city/pw1.x）

②
返
信
メ
ー
ル
が
届
く
の
で
メ
ー
ル
内

の
Ｕ
Ｒ
Ｌ
を
ク
リ
ッ
ク
し
ま
す
。

③
現
在
の
情
報
の
チ
ェ
ッ
ク
を
外
し
、

情
報
の
ほ
し
い
項
目
に
チ
ェ
ッ
ク
を

入
れ
直
し
ま
す
。

※
登
録
・
削
除
・
更
新
の
手
順
は
、
日

野
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

利
用
条
件
・
注
意
事
項
等

・
ご
登
録
い
た
だ
い
た
情
報
は
本
サ
ー

ビ
ス
以
外
の
目
的
で
は
使
用
し
ま
せ

ん
。

・
本
サ
ー
ビ
ス
は
契
約
業
者
の
シ
ス
テ

ム
を
利
用
し
て
行
い
ま
す
。
ご
登
録

い
た
だ
い
た
情
報
は
、
業
者
が

24時

間
有
人
監
視
し
て
い
る
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
に
保
管
さ
れ
ま
す
。

・
情
報
提
供
料
は
無
料
で
す
が
受
信
料

金
等
は
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

・
メ
ー
ル
の
遅
延
等
が
生
じ
て
も
一
切

の
責
任
は
負
い
か
ね
ま
す
。

・
配
信
し
た
メ
ー
ル
が
連
続
し
て
届
か

な
か
っ
た
場
合
は
自
動
的
に
登
録
を

解
除
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

（
庶

務
課

）

新新新
ししし

いいい
校校校

長長長
先先先

生生生
ののの

紹紹紹
介介介

新
し
く
着
任
及
び
転
任
さ
れ
た
校
長
先
生
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

登登録録用用メメーールルアアドドレレスス
hhiinnoo--rreegg@@mmllrreegg..ttrriiccoorrnn..nneett

バーコードリーダー付き
の携帯電話の方はＱＲコー
ドを読み取ってそのまま
送信。

※お使いの携帯電話で「指定受信」をさ
れている方は空メール送信前に、mail-
haisin@city.hino.lg.jpというアドレス
を受信可能に設定してください。

内
田
清
校

長
先
生
の
後

任
と
し
て
、

日
野
第
七
小

学
校
よ
り
着
任
い
た
し
ま
し
た
。

校
歌
に
「
空
に
ひ
び
く
歌
声
は

は
る
か
な
山
な
み
こ
え
て
い
く
ゆ

た
か
な
自
然
の
び
の
び
と
七
生
緑

の
な
か
ま
た
ち
…
」
と
歌
わ
れ
て
い

ま
す
よ
う
に
、
豊
か
な
自
然
環
境
の

も
と
、
歌
声
が
美
し
く
優
し
く
元
気

な
子
供
た
ち
と
出
会
え
た
喜
び
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。

私
た
ち
は
子
供
の
声
に
耳
を
傾
け

一
人
一
人
の
心
を
大
切
に
し
な
が
ら
、

「
分
か
る

授
業
、

組
織
的
な
生
活

指

導
、
子
供
と
共
に
自
ら
も
成
長
す
る

教
師
」
等
を
柱
に
、
子
供
た
ち
の
夢

の
実
現
に
向
け
一
歩
一
歩
前
進
し
て

い
き
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
伝
統
を
大
切
に
し
つ

つ
、
保
護
者
・
地
域
の
皆
様
と
共
に

個
性
が
輝
き
子
供
が
主
役
の
楽
し
い

学
校
づ
く
り
を
目
指
し
ま
す
の
で
、

ご
支
援
・
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

日
野
市
立
七
生
緑
小
学
校

校
長

加
藤

敏
行

千
葉
正
校

長
先
生
の
後

任
と
し
て
、

八
王
子
市
立

恩
方
中
学
校
よ
り
よ
り
着
任
し
ま
し

た
。
生
徒
数
７
２
０
名
の
大
き
な
学

校
は
初
め
て
で
す
。

私
は
、

そ
れ

ぞ
れ
の
ご

家
庭
に

「
家

風
」
が
あ
る
よ
う
に
、

そ
れ

ぞ

れ
の
学
校
に
も
「
校
風
」
が
あ
る
と

考
え
ま
す
。
例
え
ば
四
中
の
校
風
の

ひ
と
つ
は
「
元
気
な
あ
い
さ
つ
」
で

す
。
き
ま
り
が
あ
る
か
ら
あ
い
さ
つ

を
す
る
の
で
は
な
く
、
生
徒
自
身
が

そ
の
意
義
を
理
解
し
、
す
す
ん
で
行

え
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
他
に
も
、

生
徒
の
学
力
や
体
力
を
向
上
さ
せ
る

た
め
の
取
り
組
み
も
行
っ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

四
中
の
校
風
を
さ
ら
に
向
上
さ
せ

る
た
め
に
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
様

方
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
、
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

日
野
市
立
日
野
第
四
中
学
校

校
長

須
藤

昭
人

ご
転
出
さ

れ
た
岡
部
秀

敏
校
長
先
生

の
後
任
と
し

て
、
日
野
第
一
中
学
校
よ
り
着
任
し

ま
し
た
。
日
野
市
で
は
仕
事
の
質
と

場
は
変
わ
り
ま
し
た
が
、
日
野
第
二

中
に
３
年
間
、
日
野
第
一
中
に
副
校

長
と
し
て
５
年
間
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。

大
坂

上
中
に
着
任
し
て
か
ら
、

「
こ
ん
に

ち
は

」
と
あ
い
さ

つ
す
る

生
徒
に
多
く
出
会
い
ま
し
た
。
地
域

の
方
も
様
々
な
形
で
学
校
を
支
援
し

て
く
だ
さ
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
が
生
徒

の
た
め
に
愛
着
を
も
っ
て
活
動
し
て

い
る
こ
と
も
知
り
、
改
め
て
地
域
と

一
体
と
な
っ
て
教
育
活
動
を
進
め
て

い
る
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
地
域
、
保
護
者
と

連
携
し
て
、
伝
統
あ
る
大
坂
上
中
学

校
の
良
さ
を
受
け
継
ぎ
、
さ
ら
に
、

地
域
社
会
で
活
躍
で
き
る
よ
う
な
生

徒
の
育
成
を
目
指
し
て
良
い
学
校
づ

く
り
に
励
み
ま
す
。
ご
支
援
ご
協
力

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日
野
市
立
大
坂
上
中
学
校

校
長

高
橋

清
吾

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
育
成
発
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
少
年
少

女
消
防
ク
ラ
ブ
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
２
０

１
３
が

開
催
さ
れ
、「

特
に

優
良
な

少

年
消
防
ク
ラ
ブ
」
と
し
て
日
野
消
防
少

年
団
（
小
学
２
年
生
か
ら
中
学
生
ま
で

の

33名
の
団
員
）
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
と
は
、
防
火
・
防

災
思
想
の
普
及
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、
少
年
少
女
で
結
成
さ
れ
て
い
る

自
主
的
な
防
災
組
織
で
、
平
成

24年
５

月
１
日
現
在
、
全

国
４
、７

４
９
ク
ラ

ブ
、
約

42万
人
の
ク
ラ
ブ
員
が
活
動
し

て
い
ま
す
。
今
回
は
、
全
国
の
少
年
消

防
ク
ラ
ブ
の
う
ち
「
特
に
優
良
な
少
年

消
防
ク
ラ
ブ
」
と
し
て
日
野
消
防
少
年

団
が
選
ば
れ
、
代
表
団
員
が
東
京
消
防

庁
長
官
よ
り
表
彰
状
（
楯
）
と
表
彰
旗

を
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

（
庶

務
課

）

個
性
が
輝
く
子
供
が

主
役
の
楽
し
い
学
校
に

よ
り
よ
い
校
風
を
築
く

伝
統
を
受
け
継
ぎ

地
域
と
共
に



野
山
を
散
策
す
る
の
が
心
地
良
い

時
期
と
な
り
ま
し
た
。
野
外
で
見
か

け
る
草
花
や
鳥
、
昆
虫
な
ど
に
つ
い

て
少
し
知
識
が
あ
る
と
、
歩
く
楽
し

み
も
増
し
ま
す
。
郷
土
資
料
館
の
春

か
ら
夏
に
か
け
て
の
企
画
展
で
は
、

市
内
で
観
察
で
き
る
生
物
を
中
心
に

取
り
上
げ
、
皆
様
を
フ
ィ
ー
ル
ド
散

策
へ
い
ざ
な
い
ま
す
。

「
貴
重
植
物
」
の
展
示
と
、「
鳥

と
風
景
」、「
昆
虫
と
シ
ダ
」
の
２
部

構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。
会
期
が
異

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

貴
重
植
物

（
５
月
３
日
か
ら
７
月

28日
ま
で
）

（
資
料
保
護
の
た
め
標
本
資
料
の
入

れ
替
え
を
行
い
ま
す
。
第
１
期
５

月

26日
ま
で
、
２
期
６
月

23日
ま

で
、
３
期
７
月

28日
ま
で
）

東
京
都
で
み
ら
れ
る
野
生
生
物
の

う
ち
絶
滅
し
た
、
ま
た
は
絶
滅
す
る

お
そ
れ
の
あ
る
種
を
調
査
登
録
し
た

レ
ッ
ド
リ
ス
ト
（
２
０
１
１
年
４
月

修
正
）
に
よ
れ
ば
、
植
物
で
は
日
野

市
の
属
す
る
南
多
摩
地
区
で
す
で
に

49種
が
絶
滅
し
、

154種
が
絶
滅
の
危

機
に
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
展
示
で
は
、
こ
の
レ
ッ
ド

リ
ス
ト
に
登
録
さ
れ
て
い
る
植
物
の

う
ち
、
日
野
市
域
で
採
集
さ
れ
た

30

種
の
押
し
葉
標
本
と
野
外
で
撮
影
し

た
写
真
を
紹
介
し
ま
す
。

展
示
す
る
標
本
は
日
野
の
自
然
を

守
る
会
で
長
く
活
動
さ
れ
て
き
た
播

本
正
常
さ
ん
が
採
集
し
た
も
の
。
実

物
標
本
は
植
物
学
研
究
の
基
本
と
な

る
資
料
で
、
形
態
観
察
だ
け
で
な
く

Ｄ
Ｎ
Ａ
採
集
も
可
能
な
た
め
、
地
味

で
す
が
と
て
も
重
要
で
す
。

（
共
催
環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
）

野
鳥
と
風
景

（
５
月
３
日
か
ら
６
月

23日
ま
で
）

四
季
折
々
に
見
か
け
た
り
鳴
き
声

を
耳
に
し
た
り
す
る
野
鳥
を
写
真
や

は
く
製
、
バ
ー
ド
カ
ー
ビ
ン
グ
で
紹

介
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
七
生
丘
陵

の
風
景
も
。

昆
虫
と
シ
ダ

（
６
月

25日
か
ら
７
月

28日
ま
で
）

子
供
た
ち
が
大
好
き
な
昆
虫
。
一

方
、
と
っ
て
も
地
味
で
目
立
た
な
い

シ
ダ
。（
ワ
ラ
ビ
や
ゼ
ン
マ
イ
も
シ

ダ
だ
っ
て
知
っ
て
ま
し
た
か
？
）
対

照
的
な
資
料
を
取
り
上
げ
て
自
然
の

奥
深
さ
を
学
び
ま
す
。

（
資
料
提
供
七
生
丘
陵
調
査
団
）

今
回
の
企
画
展
に
合
わ
せ
、
講
座

を
２
つ
実
施
し
ま
す
。
興
味
を
持
っ

た
ら
、
郷
土
資
料
館
へ
申
し
込
み
を
。

Ｔ
Ｅ
Ｌ
５
９
２
―
０
９
８
１

①
「
日
野
の
貴
重
植
物
に
つ
い
て
知

り
、
簡
易
標
本
を
作
っ
て
み
よ
う
！
」

日
野
の
貴
重
植
物
に
つ
い
て
様
々

な
内
容
を
学
習
し
た
後
、
簡
易
押
し

葉
標
本
を
作
成
し
、
ポ
ス
ト
カ
ー
ド

や
し
お
り
に
し
て
持
ち
帰
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ど
ち
ら
か
の
み
の
参
加

も
歓
迎
し
ま
す
。

（
共
催
環
境
情
報
セ
ン
タ
ー
）

Ａ
講
演
会
＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー
ク

▼
６
月

16日
（
日
）

10時
～
正
午

▼
募
集

20人

Ｂ
簡
易
押
し
葉
標
本
作
成
会

▼
６
月

16日
（
日
）

13時

30分
～

15時

30分
▼
募
集

10人
（
親
子
参

加
歓
迎
）
▼
Ａ
・
Ｂ
い
ず
れ
も
郷

土
資
料
館
集
合
・
解
散
▼
参
加
費

無
料

②
「
昆
虫
を
観
察
・
採
集
し
、
標
本

を
作
っ
て
み
よ
う
！
」

ラ
ベ
ル
を
つ
け
、

簡
易
標
本

箱
に

入
れ
た
本

格
的
な
昆
虫
標
本
を
作
成

し
ま
す
。
こ
れ
で
夏

休
み
の
自

由
研

究
は
バ
ッ
チ
リ
！
Ｃ
、Ｄ
２
回
で
標
本

が
完
成
し
ま
す
の
で
、
２
回
と
も
参
加

で
き
る
方
を
優

先
し
て
受

付
し
ま
す
。

Ｃ
観
察
・
採
集
・
標
本
作
成
会

▼
７
月

21日
（
日
）

10時
～

15時
、

雨
天
の
場
合
は
７
月

28日
（
日
）

▼
募
集

10人
▼
昼
食
、
捕
虫
網
、

虫
か
ご
持
参

Ｄ
標
本
完
成
会

▼
８
月
３
日
（
土
）

13時
～

15時
、

Ｃ
が
雨
天
で
７
月

28日
（
日
）
に

な
っ
た
場
合
に
は
８
月

17日
（
土
）

▼
募
集

10人
（
Ｃ
・
Ｄ
い
ず
れ
も

参
加
は
小
学
生
以
上
、
小
学
３
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
、
保
護
者

は
定

員
に

含
み
ま
せ
ん
。）

▼
郷

土
資
料
館
集
合
・
解
散
▼
２
日
間

で
参
加
費

500円
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３
月

20日
（
水
・
祝
）
に
第
４

回
中
学
生
「
東
京
駅
伝
」
大
会
が

調
布
市
の
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

日
野
市
代
表
選
手
は
「
チ
ー
ム

で
全
身
全
霊
を
か
け
て
駅
伝
に
臨

む
」「

仲
間
を
信
じ
て
最
後
ま
で

あ
き
ら
め
ず
に
」
を
目
標
と
し
て
、

選
手
一
人
一
人
が
全
力
で
走
り
抜

き
、
た
す
き
を
つ
な
げ
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
男
女
合
計
で
昨
年

の
タ
イ
ム
を

51秒
縮
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
参
加

50チ
ー
ム
中
、

男
子

14位
、
女
子

18位
、
総
合

16

位
と
い
う
成
績
を
収
め
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

皆
様
の
力
強
い
応
援
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
学
校
課
）

小
学
校
で
は
、
子
供
た
ち
が
健
や

か
に
成
長
す
る
た
め
に
、
学
校
支
援

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
学
校
と
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
の
調
整
を
す
る
方
で
す
。）

が
学
校
か
ら
の
依
頼
を
受
け
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
協
力
し
、
子
供
た
ち
の

学
校
生
活
を
支
え
て
い
ま
す
。
現
在

支
援
と
し
て
行
な
わ
れ
て
い
る
内
容

は
、「
登

下
校
の
見
守
り
」、「

本
の

読
み

聞
か
せ
」、「

花
壇
の

整
備
」、

「
学

校
行

事
の
お

手
伝
い
」

等
が
あ

り
ま
す
。

学
習
支
援
と
し
て
英
語
の
授
業
に

ゲ
ー
ム
を

盛
り
込
み

な
が
ら
行

っ
て
い
た

り
、
読
み

聞
か
せ
に

人
形
や
影

絵
を
利
用
す
る
な
ど
子
供
た
ち
が
と

て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

環
境
支
援
で
は
、
学
校
の
花
壇
の

雑
草
を
取
り
花
が
植
え
ら
れ
、
綺
麗

に
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
登
下
校
の
見
守
り
で
は
地
域

の
老
人
会
の
方
が
子
供
た
ち
の
見
守

り
を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
参

加
さ
れ
て

い
る
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア

の
方
は
子

供
た
ち
の

元
気
な
挨

拶
が
楽
し

み
だ
そ
う

で
す
。

あ
な
た
も
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
し
て
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

【
問
い
合
わ
せ
】
生
涯
学
習
課

《《《
みみみ
んんん

ななな
ののの
力力力

ででで
子子子
供供供
たたた
ちちち

ををを
支支支
えええ

ままま
ししし
ょょょ

ううう
！！！
》》》

男男男男
子子子子

11114444位位位位
････
女女女女

子子子子

11118888位位位位
総総総総

合合合合

11116666位位位位
！！！！

第第
４４
回回
中中
学学
生生
「「
東東
京京
駅駅
伝伝
」」
大大
会会
結結
果果
報報
告告

登下校の見守り

英語授業

コゲラ アズマイチゲ

４
月

20日
（
土
）「
子
ど
も

読
書

の
日
と
し
ょ
か
ん
お
は
な
し
ピ
ク

ニ
ッ
ク
２
０
１
３
」
を
多
摩
平
の
森

ふ
れ
あ
い
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

子
供
た
ち
に
本
や
読
書
に
親
し
ん

で
も
ら
お
う
と
、
お
は
な
し
会
や
読

書
ク
イ
ズ
・
か
る
た
大
会
、
工
作
な

ど
乳
幼
児
か
ら
青
少
年
ま
で
を
対
象

に
盛
沢
山
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
行
い
ま

し
た
。
子
供
た
ち
は
真
剣
な
ま
な
ざ

し
で
取
組
み
、
ク
イ
ズ
や
か
る
た
で

は
時
々
歓
声
も
上
が
り
ま
し
た
。

公
募
の
青
少
年
か
ら
成
る
「
日
野

ヤ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ
」
も
Ｐ
Ｏ
Ｐ
作
成

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
お
薦
め
本
を

紹
介
す
る
「
ブ
ッ
ク
パ
レ
ー
ド
」
を

開
催
し
、
同
世
代
の
参
加
者
と
交
流

を
深
め
ま
し
た
。
ヤ
ン
グ
ス
タ
ッ
フ

は
休
日
に
会
議
を

重
ね
て
準
備
を
進

め
、
当
日
は
全
員

が
一
丸
と
な
っ
て

イ
ベ
ン
ト
を
成
功

さ
せ
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
供

は
記
念
の
メ
ダ
ル

や
「
日
野
市
立
図

書
館
わ
ん
わ
ん
マ
ッ
プ
」
を
首
か
ら

下
げ
て
元
気
よ
く
帰
っ
て
い
き
ま
し

た
。

（
図
書
館
）

日
野
市
百
草
で
晩
年

を
過
ご
し
、
日
本
洋
画

史
に
多
大
な
功
績
を
残

し
た
「
洋
画
家

小
島

善
太
郎
」。
こ
の
た
び
、

ご
遺
族
か
ら
住
ま
い
や

ア
ト
リ
エ
、
残
さ
れ
た

作
品
等
約

80点
が
市
に

寄
贈
さ
れ
、
日
野
市
立

小
島

善
太

郎
記

念
館

（
愛

称
小

島
善

太
郎

「
百
草
画
荘
」）
と
し
て
、

一
般
に
公
開
さ
れ
ま
す
。

画
伯
生
前
の
雰
囲
気
を

可
能
な
限
り
残
し
つ
つ
、

晩
年
を
中
心
と
し
た
作

品
約

30点
と
さ
ま
ざ
ま

な
遺
品
な
ど
を
展
示
し

ま
す
。

公
開
開
始
日
５
月

25日
（
土
）

午
後
１
時
か
ら

場
所
日
野
市
百
草

776番
地

（
京
王
百
草
園
そ
ば
）

開
館
日

毎
週
土
曜
・
日
曜
・
祝
日

開
館
時
間

午
前

10時
か
ら
午
後
４

時
ま
で
（
夏
季
は
５
時
ま
で
）

観
覧
料
大
人

300円

小
人
（
小
中
学
生
）

100円

交
通

①
京
王
線
…
百
草
園
駅
下
車
徒
歩

20分

②
京
王
バ
ス
…
三
沢
台
路
線
（
高
幡

不
動

駅
～

聖
蹟

桜
ヶ
丘

駅
）「
南

百
草
」
バ
ス
停
か
ら
徒
歩
５
分

※
百
草
園
駅
か
ら
当
館
ま
で
の
間
に

は
途
中
急
坂
が
あ
り
ま
す
。

※
駐
車
場
は
ご

ざ
い
ま
せ
ん
。

公
共

交
通
機

関
の
ご

利
用

を
お

願
い
し

ま
す
。

※
開
館
当
初
は

混
雑
が

予
想

さ
れ
ま
す
。

館
内
は

定
員

制
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま

す
の
で
ご

了

承
下
さ
い
。

※

15名
以
上
の
団
体
で
お
越
し
の
場

合
は
事
前
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

お
問
合
せ
先
ま
ち
づ
く
り
部
文
化

ス
ポ
ー
ツ
課

（

�
042―

５
８
５
―
１
１
１
１

内
３
８
１
１
～
３
８
１
２
）

「
洋
画
家

小
島
善
太
郎
」
っ
て
？

～
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
原
稿
か
ら
抜
粋
～

小
島
善
太
郎
は

1892年
（
明
治

25年
）

に
生
ま
れ
た
洋
画
家
で
す
。
不
遇
な

少
年
時
代
に
画
家
を
志
し
、
陸
軍
大

将
中
村
覚 さ
と
るの

支
援
の
も
と
で
絵
画
の

研
鑽
に
励
み
、

1922年
（
大
正

11年
）

に
は
フ
ラ
ン
ス
へ
留
学
し
ま
し
た
。

帰
国
後
は
滞
欧
時
代
の
仲
間
た
ち
と

共
に
日
本
の
洋
画
界
に
新
風
を
巻
き

起
こ
し
、

1930年
（
昭
和
５
年
）
に
は

独
立
美
術
協
会
を
創
立
し
ま
し
た
。

そ
の
後
も
日
本
洋
画
界
の
重
鎮
と
し

て
意
欲
的
な
創
作
活
動
を
続
け
、

1984

年
（
昭
和

59年
）
に

91歳
で
他
界
し

ま
し
た
。

洋洋画画家家 小小島島善善太太郎郎「「百百草草画画荘荘」」
日日野野市市立立小小島島善善太太郎郎記記念念館館がが開開館館ししまますす

石碑と主家

一つの桃

郷郷土

資料料館

企企画展展

『『子子
どど
もも
読読

書書
のの
日日

とと
しし
ょょ
かか
んん
おお
はは
なな
しし
ピピ
クク
ニニ
ッッ
クク
２２
００

１１
３３

』』
開開
催催

「「「「「「 「「
日日日日日日 日日
野野野野野野 野野

のののののの のの
自自自自自自 自自

然然然然然然 然然
標標標標標標 標標
本本本本本本 本本
・・・・・・ ・・

写写写写写写 写写
真真真真真真 真真
展展展展展展 展展

」」」」」」 」」
展

示
を

見
た

ら
、

さ
あ

フ
ィ

ー
ル

ド
へ

アトリエ


